
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 と、
　前記 に対して と、
　
　前記シャーシに移動可能に支持されて前記 ディスクにアク
セスする と、
　
　前記 に接触することによって前記 を案内する
とを備え、
　前記 は、前記 と接離する一端部を有し、前記

方向に延在する軸を中心に回動可能であることを特徴とするディスク装置
。
【請求項２】
　前記 は、前記 に対する前記 の運動に連動して回動可能に前
記 に係合 ことを特徴とする請求項１に記載のディスク装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ディスクに対して情報の記録及び再生の少なくとも一方を行うディスク装置に
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基台
基台 回動可能に支持されたシャーシ

前記シャーシに回転可能に支持されてディスクを保持するターンテーブルと、
ターンテーブルに保持された

ピックアップ
前記シャーシに支持されて前記ピックアップを駆動するリードスクリュと、

ピックアップ ピックアップ ガイドシャフト

ガイドシャフト シャーシ ターンテーブルの
回転軸と平行な

ガイドシャフト 基台 シャーシ
シャーシ する



関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、ディスクに対して情報の記録及び再生の少なくとも一方を行うディスク装置として
ディスクチェンジャ装置が知られている（例えば、特許文献１参照。）。
【０００３】
図８に示すように、従来のディスクチェンジャ装置９００は、筐体９１０と、積層方向に
移動可能に互いに積み重ねられた複数のトレイ９２１を有して筐体９１０に収納されたト
レイ部９２０と、所定のトレイ９２１間を開閉する図示していないトレイ開閉手段と、筐
体９１０に収納された基台９３０と、軸９４１を中心に矢印９４１ａで示す方向に回動可
能に基台９３０に支持されたシャーシ９４０とを備えている。
【０００４】
また、ディスクチェンジャ装置９００は、シャーシ９４０に回転可能に支持されてディス
ク９９０を保持するターンテーブル９５０と、シャーシ９４０の軸９４１の延在方向に略
直交する矢印９６０ａで示す方向にシャーシ９４０に移動可能に支持されてターンテーブ
ル９５０に保持されたディスク９９０にアクセスするピックアップ９６０と、シャーシ９
４０に支持されてピックアップ９６０を駆動するリードスクリュ９７０と、シャーシ９４
０に支持されてピックアップ９６０に接触することによってピックアップ９６０を案内す
るガイドシャフト９８０とを備えている。
【０００５】
ここで、ガイドシャフト９８０は、軸９８１を中心に矢印９８１ａで示す方向に回動可能
にシャーシ９４０に支持されている。
【０００６】
そして、ディスクチェンジャ装置９００は、トレイ開閉手段によって所定のトレイ９２１
間を開き、軸９４１を中心に矢印９４１ａで示す方向に図９に示す位置から図８に示す位
置まで基台９３０に対してシャーシ９４０を回動し、軸９８１を中心に矢印９８１ａで示
す方向に図９に示す位置から図８に示す位置までシャーシ９４０に対してガイドシャフト
９８０を回動することによって所定のトレイ９２１間にシャーシ９４０を挿入し、トレイ
９２１に載置されたディスク９９０をターンテーブル９５０によって保持し、ディスク９
９０を載置したターンテーブル９５０を回転するとともに、リードスクリュ９７０及びガ
イドシャフト９８０によってシャーシ９４０に対してピックアップ９６０を矢印９６０ａ
で示す方向に移動することによって、ディスク９９０に対する情報の記録及び再生の少な
くとも一方を行う。
【０００７】
なお、ディスクチェンジャ装置９００は、トレイ開閉手段によって所定のトレイ９２１間
を開くとき、図９に示すように、シャーシ９４０、ターンテーブル９５０、ピックアップ
９６０、リードスクリュ９７０及びガイドシャフト９８０がトレイ９２１に載置されたデ
ィスク９９０と衝突しない位置に、シャーシ９４０、ターンテーブル９５０、ピックアッ
プ９６０、リードスクリュ９７０及びガイドシャフト９８０を固定する。
【０００８】
【特許文献１】
特開２００２－１０９８１０号公報（第３，４頁、第１，３図）
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述した従来のディスクチェンジャ装置９００においては、図９に示すよ
うに、トレイ９２１に載置されたディスク９９０と、リードスクリュ９７０との間にガイ
ドシャフト９８０が配置されているので、リードスクリュ９７０及びガイドシャフト９８
０の間隔９００ａに応じてトレイ９２１及びシャーシ９４０を設置するために必要な距離
９００ｂの最小値が決定され、装置全体の小型化の限界が決定されるという問題が有った
。

10

20

30

40

50

(2) JP 3825005 B2 2006.9.20



【００１０】
そこで、本発明は、従来と比較して小型のディスク装置を提供することを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
上述した課題を解決するために、本発明のディスク装置は、基部と、前記基部に対して運
動可能な運動部と、前記運動部に移動可能に支持されてディスクにアクセスするアクセス
部と、前記アクセス部に接触することによって前記アクセス部を案内する案内部とを備え
、前記案内部は、前記運動部と接離する一端部を有し、前記運動部に対する前記アクセス
部の移動方向に略直交する方向に延在する軸を中心に回動可能である構成を有している。
【００１２】
この構成により、本発明のディスク装置は、運動部及び案内部が互いに回動可能であり、
案内部の一端部が運動部と接離するので、運動部及び案内部が互いに開いた状態であると
きに運動部及び案内部の間にトレイ等の部品を配置することができ、運動部及び案内部の
間に配置したトレイ等の部品と、運動部とを設置するために必要な距離を従来と比較して
短くすることができ、従来と比較して小型化することができる。
【００１３】
また、本発明のディスク装置は、前記案内部は、前記基部に対する前記運動部の運動に連
動して回動可能に前記運動部に係合した構成を有している。
【００１４】
この構成により、本発明のディスク装置は、基部に対して運動部を運動させるモータと、
運動部に対して案内部を回動させるモータとを共通化することができるので、基部に対し
て運動部を運動させるモータと、運動部に対して案内部を回動させるモータとを別々に設
けなければならない場合と比較して、小型化することができる。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の一実施の形態について、図面を用いて説明する。
【００１６】
まず、本実施の形態に係るディスク装置の構成について説明する。
【００１７】
図１及び図２に示すように、本実施の形態に係るディスク装置としてのディスクチェンジ
ャ装置１００は、筐体１１０と、積層方向に移動可能に互いに積み重ねられた複数のトレ
イ１２１を有して筐体１１０に収納されたトレイ部１２０と、所定のトレイ１２１間を開
閉する図示していないトレイ開閉手段と、筐体１１０に収納されて筐体１１０に対して矢
印１３０ａで示す方向に移動可能な基部としての基台１３０と、軸１４１を中心に矢印１
４１ａ及び矢印１４１ｂで示す方向に回動可能に基台１３０に支持された運動部としての
シャーシ１４０とを備えている。
【００１８】
また、ディスクチェンジャ装置１００は、シャーシ１４０に回転可能に支持されてディス
ク１９０を保持するターンテーブル１５０と、シャーシ１４０の軸１４１の延在方向に略
直交する矢印１６０ａで示す方向にシャーシ１４０に移動可能に支持されてターンテーブ
ル１５０に保持されたディスク１９０にアクセスするアクセス部としてのピックアップ１
６０とを備えている。
【００１９】
ここで、シャーシ１４０はピックアップ１６０を保持する保持部１４２を有しており、ピ
ックアップ１６０は保持部１４２と係合する係合部１６１を有している。
【００２０】
また、ディスクチェンジャ装置１００は、シャーシ１４０に支持されてピックアップ１６
０を駆動するリードスクリュ１７０と、ピックアップ１６０に接触することによってピッ
クアップ１６０を案内する案内部としてのガイドシャフト１８０とを備えている。
【００２１】
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ここで、ガイドシャフト１８０は、シャーシ１４０と接離する一端部１８０ａを有し、シ
ャーシ１４０に対するピックアップ１６０の矢印１６０ａで示す移動方向に略直交する矢
印１３０ａで示す方向に延在する軸１８１を中心に、矢印１８１ａ及び矢印１８１ｂで示
す方向に基台１３０に対して回動可能にシャーシ１４０に支持されている。即ち、シャー
シ１４０及びガイドシャフト１８０は、図３に示すように互いに開いた状態と、図１に示
すように互いに閉じた状態とをとるように互いに回動可能になっている。
【００２２】
また、ガイドシャフト１８０はピン１８２を有しており、基台１３０はピン１８２と係合
するカム溝部１３１を有しており、ガイドシャフト１８０は、軸１８１でシャーシ１４０
に回動可能に支持されてピン１８２で基台１３０のカム溝部１３１に係合することによっ
て、シャーシ１４０が一端部１８０ａに近接する矢印１４１ａで示す方向にシャーシ１４
０が基台１３０に対して回動するときに一端部１８０ａがシャーシ１４０に近接する矢印
１８１ａで示す方向に基台１３０に対して回動し、シャーシ１４０が一端部１８０ａから
離隔する矢印１４１ｂで示す方向にシャーシ１４０が基台１３０に対して回動するときに
一端部１８０ａがシャーシ１４０から離隔する矢印１８１ｂで示す方向に基台１３０に対
して回動するようになっている。即ち、ガイドシャフト１８０は、基台１３０に対するシ
ャーシ１４０の回動に連動して回動可能に基台１３０及びシャーシ１４０に係合している
。
【００２３】
次に、本実施の形態に係るディスク装置の動作について説明する。
【００２４】
ディスクチェンジャ装置１００は、基台１３０を筐体１１０に対して矢印１３０ａで示す
方向に所定の位置まで移動し、トレイ開閉手段によって所定のトレイ１２１間を開き、軸
１４１を中心に矢印１４１ａで示す方向に図３に示す位置から図１に示す位置まで基台１
３０に対してシャーシ１４０を回動することによって所定のトレイ１２１間にシャーシ１
４０を挿入する。
【００２５】
ここで、シャーシ１４０が基台１３０に対して図３に示す位置から図１に示す位置まで回
動するとき、ガイドシャフト１８０のピン１８２が基台１３０のカム溝部１３１に沿って
図３に示す位置から図１に示す位置まで移動するので、ガイドシャフト１８０は、軸１８
１を中心に矢印１８１ａで示す方向に図３に示す位置から図１に示す位置までシャーシ１
４０に対して回動し、一端部１８０ａでシャーシ１４０に係合しリードスクリュ１７０と
平行になる。
【００２６】
そして、ディスクチェンジャ装置１００は、トレイ１２１に載置されたディスク１９０を
ターンテーブル１５０によって保持し、ディスク１９０を載置したターンテーブル１５０
を回転するとともに、リードスクリュ１７０及びガイドシャフト１８０によってピックア
ップ１６０をシャーシ１４０に対して矢印１６０ａで示す方向に移動することによって、
ディスク１９０に対する情報の記録及び再生の少なくとも一方を行う。
【００２７】
また、ディスクチェンジャ装置１００は、ターンテーブル１５０によって保持するディス
ク１９０を交換するときやディスク１９０を挿排するとき等、トレイ１２１及び基台１３
０の少なくとも一方を筐体１１０に対して矢印１３０ａで示す方向に移動させるとき、ピ
ックアップ１６０の係合部１６１がシャーシ１４０の保持部１４２に係合するまで矢印１
６０ａで示す方向にシャーシ１４０に対してピックアップ１６０を移動する。
【００２８】
そして、ディスクチェンジャ装置１００は、軸１４１を中心に矢印１４１ｂで示す方向に
図１に示す位置から図３に示す位置まで基台１３０に対してシャーシ１４０を回動するこ
とによって所定のトレイ１２１間からシャーシ１４０を排出する。
【００２９】
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ここで、シャーシ１４０が基台１３０に対して図１に示す位置から図３に示す位置まで回
動するとき、ガイドシャフト１８０のピン１８２が基台１３０のカム溝部１３１に沿って
図１に示す位置から図３に示す位置まで移動するので、ガイドシャフト１８０は、軸１８
１を中心に矢印１８１ｂで示す方向に図１に示す位置から図３に示す位置までシャーシ１
４０に対して回動し、一端部１８０ａで基台１３０に係合する。
【００３０】
なお、ディスクチェンジャ装置１００は、図３に示す状態であるとき、トレイ１２１及び
基台１３０の少なくとも一方を筐体１１０に対して図２の矢印１３０ａで示す方向に移動
させても、シャーシ１４０、ターンテーブル１５０、ピックアップ１６０、リードスクリ
ュ１７０及びガイドシャフト１８０がトレイ１２１に載置されたディスク１９０と衝突す
ることを防止することができる。
【００３１】
以上に説明したように、ディスクチェンジャ装置１００は、シャーシ１４０及びガイドシ
ャフト１８０が互いに回動可能であり、ガイドシャフト１８０の一端部１８０ａがシャー
シ１４０と接離するので、シャーシ１４０及びガイドシャフト１８０が開いた状態、即ち
、図３に示すようにガイドシャフト１８０の一端部１８０ａがシャーシ１４０から離隔し
た状態であるときにシャーシ１４０及びガイドシャフト１８０の間にトレイ１２１等の部
品を配置することができ、シャーシ１４０及びガイドシャフト１８０の間に配置したトレ
イ１２１等の部品と、シャーシ１４０とを設置するために必要な距離１００ａを従来と比
較して短くすることができ、従来と比較して小型化することができる。
【００３２】
また、基台１３０に対するシャーシ１４０の回動に連動して回動可能にガイドシャフト１
８０が基台１３０及びシャーシ１４０に係合しているので、ディスクチェンジャ装置１０
０は、基台１３０に対してシャーシ１４０を回動させるモータと、シャーシ１４０に対し
てガイドシャフト１８０を回動させるモータとを共通化することができる。したがって、
ディスクチェンジャ装置１００は、基台１３０に対してシャーシ１４０を回動させるモー
タと、シャーシ１４０に対してガイドシャフト１８０を回動させるモータとを別々に設け
なければならない場合と比較して、小型化することができる。
【００３３】
なお、ディスクチェンジャ装置１００は、図３に示す状態であるとき、本発明によれば、
ピックアップ１６０を軸１４１から離隔してターンテーブル１５０の近傍に配置する構成
を有しても良いが、本実施の形態において説明したように、ピックアップ１６０をターン
テーブル１５０から離隔して軸１４１の近傍に配置する構成を有しているので、ターンテ
ーブル１５０とピックアップ１６０との間にトレイ１２１に載置されたディスク１９０を
配置することができ、ピックアップ１６０を軸１４１から離隔してターンテーブル１５０
の近傍に配置する構成を有する場合と比較して、小型化することができる。
【００３４】
また、本発明によれば、ディスクチェンジャ装置１００は、基台１３０に対してシャーシ
１４０を回動させるモータと、シャーシ１４０に対してガイドシャフト１８０を回動させ
るモータとを別々に設けるようになっていても良い。例えば、ディスクチェンジャ装置１
００は、図４及び図５に示すディスクチェンジャ装置２００のようになっていても良い。
【００３５】
ディスクチェンジャ装置２００は、基台２３０と、軸２４１を中心に矢印２４１ａ及び矢
印２４１ｂで示す方向に回動可能に基台２３０に支持されたシャーシ２４０と、シャーシ
２４０に回転可能に支持されてディスク２９０を保持するターンテーブル２５０と、シャ
ーシ２４０に移動可能に支持されてディスク２９０にアクセスするピックアップ２６０と
、シャーシ２４０に支持されてピックアップ２６０を駆動するリードスクリュ２７０と、
ピックアップ２６０に接触することによってピックアップ２６０を案内するガイドシャフ
ト２８０とを備えている。
【００３６】
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また、ガイドシャフト２８０は、シャーシ２４０と接離する一端部２８０ａを有し、シャ
ーシ２４０に対するピックアップ２６０の矢印２６０ａで示す移動方向に略直交する方向
に延在する軸２８１を中心に、矢印２８１ａ及び矢印２８１ｂで示す方向に回動可能に基
台２３０に支持されている。
【００３７】
また、ガイドシャフト２８０は、シャーシ２４０が一端部２８０ａに近接する矢印２４１
ａで示す方向にシャーシ２４０が基台２３０に対して回動するときに一端部２８０ａがシ
ャーシ２４０に近接する矢印２８１ａで示す方向に基台２３０に対して回動し、シャーシ
２４０が一端部２８０ａから離隔する矢印２４１ｂで示す方向にシャーシ２４０が基台２
３０に対して回動するときに一端部２８０ａがシャーシ２４０から離隔する矢印２８１ｂ
で示す方向に基台２３０に対して回動するようになっている。
【００３８】
そして、ディスクチェンジャ装置２００は、基台２３０に対してシャーシ２４０を回動さ
せるモータと、シャーシ２４０に対してガイドシャフト２８０を回動させるモータとを別
々に設けるようになっており、基台２３０に対するシャーシ２４０の回動とは独立してガ
イドシャフト２８０がシャーシ２４０に対して回動するようになっている。
【００３９】
また、シャーシ１４０は、本実施の形態において、基台１３０に対して回動するようにな
っていたが、本発明によれば、回動に限らず、移動等の運動をするようになっていても良
い。例えば、ディスクチェンジャ装置１００は、図６及び図７に示すディスクチェンジャ
装置３００のようになっていても良い。
【００４０】
ディスクチェンジャ装置３００は、基台３３０と、矢印３４１ａ及び矢印３４１ｂで示す
方向に移動可能に基台３３０に支持されたシャーシ３４０と、シャーシ３４０に回転可能
に支持されてディスク３９０を保持するターンテーブル３５０と、シャーシ３４０に移動
可能に支持されてディスク３９０にアクセスするピックアップ３６０と、シャーシ３４０
に支持されてピックアップ３６０を駆動するリードスクリュ３７０と、ピックアップ３６
０に接触することによってピックアップ３６０を案内するガイドシャフト３８０とを備え
ている。
【００４１】
また、ガイドシャフト３８０は、シャーシ３４０と接離する一端部３８０ａを有し、シャ
ーシ３４０に対するピックアップ３６０の矢印３６０ａで示す移動方向に略直交する方向
に延在する軸３８１を中心に、矢印３８１ａ及び矢印３８１ｂで示す方向に基台３３０に
対して回動可能にシャーシ３４０に支持されている。
【００４２】
また、ガイドシャフト３８０は、シャーシ３４０が一端部３８０ａに近接する矢印３４１
ａで示す方向にシャーシ３４０が基台３３０に対して移動するときに一端部３８０ａがシ
ャーシ３４０に近接する矢印３８１ａで示す方向に基台３３０に対して回動し、シャーシ
３４０が一端部３８０ａから離隔する矢印３４１ｂで示す方向にシャーシ３４０が基台３
３０に対して移動するときに一端部３８０ａがシャーシ３４０から離隔する矢印３８１ｂ
で示す方向に基台３３０に対して回動するようになっている。
【００４３】
なお、本発明は、ディスクチェンジャ装置以外のディスク装置にも適用することができる
。
【００４４】
【発明の効果】
　以上に説明したように、本発明によれば、
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シャーシ及びガイドシャフトが互いに回動可
能であり、ガイドシャフトの一端部がシャーシと接離するので、シャーシ及びガイドシャ
フトが互いに開いた状態であるときにシャーシ及びガイドシャフトの間にトレイ等の部品
を配置することができ、シャーシ及びガイドシャフトの間に配置したトレイ等の部品と、



ことができる装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態に係るディスクチェンジャ装置の上面断面図
【図２】図１に示すディスクチェンジャ装置の側面断面図
【図３】図１に示す状態とは異なる状態での図１に示すディスクチェンジャ装置の上面断
面図
【図４】図１に示す例とは異なる例でのディスクチェンジャ装置の上面断面図
【図５】図４に示す状態とは異なる状態での図４に示すディスクチェンジャ装置の上面断
面図
【図６】図１及び図４に示す例とは異なる例でのディスクチェンジャ装置の上面断面図
【図７】図６に示す状態とは異なる状態での図６に示すディスクチェンジャ装置の上面断
面図
【図８】従来のディスクチェンジャ装置の上面断面図
【図９】図８に示す状態とは異なる状態での図８に示すディスクチェンジャ装置の上面断
面図
【符号の説明】
１００　ディスクチェンジャ装置（ディスク装置）
１３０　基台（基部）
１４０　シャーシ（運動部）
１６０　ピックアップ（アクセス部）
１８０　ガイドシャフト（案内部）
１８０ａ　一端部
１８１　軸
１９０　ディスク
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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シャーシとを設置するために必要な距離を従来と比較して短くすることができ、従来と比
較して小型化する



【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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